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【概要】

繁殖母牛 40頭 規 模 の黒毛和種繁殖農家において 2019年 7月 に 9日 齢

の子牛が元気消失し、起立しないと 往診依頼があった。子牛は正常

分娩で生まれ外貌に異常はなかった 。母牛は 2産 目 で 1産 目 の子牛に

異常はなく、虚弱の原因となる IARS保 因 牛ではなかった。

往診時、起立不能および軽度脱水 、後弓反張、四肢伸張等の神経

症状が認められ、補液や抗生剤投与 による治療を行ったが、改善し

なかったため病性鑑定を実施した。 細菌学的検査およびウイルス学

的検査、病理組織学的検査をそれぞ れの材料を用いて定法により行

った（図 1）。

【病性鑑定結果】

解剖により、脳、延髄、脊髄で充血、髄膜肥厚が認められ（図 2）、

肺 は モ ザ イ ク 様 を 呈 し （ 図 3）、 胸 腺 重 量 は 40gで あ っ た（ 図 4）。 子

牛の主要臓器、脳、脊髄を材料とし て定法により細菌学的検査を実

施したところ、検査した全ての臓器 からグラム陰性桿菌が純培養的

に 分 離 さ れ 、 ア ピ 2 0 E（ シ ス メ ッ ク ス ・ ビ オ メ リ ュ ー （ 株 ）） に よ

り、 Entero b ac t e r c l o ac a e (E c )と 同 定 された。分離された Ecで 薬剤

感 受 性 試 験 を 実 施 し た と こ ろ （ 図 5）、 薬 剤 耐 性 が 強 く 、 治 療 に 用

いたオキシテトラサイクリン、ペニ シリンに耐性があり、カナマイ

シンも効果的ではなかった。

また、病理組織学的検査により、 化膿性線維素性気管支肺炎、化

膿 性 髄 膜 脳 脊 髄 炎 お よ び 軽 度 の 臍 帯 炎 が 認 め ら れ た （ 図 2, 3 , 6）。

脳 炎は軽度であったが脊髄炎および 小脳、延髄、脊髄における髄膜

炎が重度であったことから、 Ec感 染 に よる髄膜脊髄炎で神経症状を

起こしたと考えられた。

なお、ウイルス学的検査では病原 ウイルスは検出されなかった。

細菌学的検査により検査したすべ ての臓器から Ecが 分 離 されたこ

と、病理組織学的検査から化膿性線 維素性気管支肺炎、化膿性髄膜

脳脊髄炎が見られたこと、ウイルス 学的検査により病原ウイルスが

検出されなかったこと等から Ec感 染症 であると診断した。

【対策】

当該牛房および隣接牛房の床敷の 細菌検査を行った結果、 Ecは 検

出 さ れ な か っ た が （ 図 7）、 E cは 環 境 中 に 常 在 し て い る と 考 え ら れ

る。当該子牛は出生時体重が 33kgと 小 さ くはないが、通常、出生時

に 15 0 g以 上 認 め ら れ る 胸 腺 が 50 g未 満 と 胸 腺 低 形 成 の た め 易 感 染 状



態になっていたため、常在菌である Ecに 感 染 したと考えた。この対

策として、子牛の臍帯からの感染を 予防するため、臍帯にポピドン

ヨードを噴霧すること、母牛を分娩 房に移動させる前に床敷交換や

消毒を行い、分娩前後の環境を清潔に保つことを指導をした。また、

胸腺低形成の子牛が受動免疫を獲得 できるように、初乳製剤の投与

を指導した。

【考察】

Ecは 環 境 細菌で水や土壌、動物の腸 内に存在し、子牛では敗血症

や 化 膿 性 髄 膜 脳 脊 髄 炎 の 事 例 が 報 告 さ れ て い る （ 表 1）。 E c感 染 症

は全国的に報告数の少ない症例であ り、ホルスタイン、黒毛和種と

もに生後間もない子牛で発症し死亡している。

当該子牛では胸腺低形成が認めら れ、免疫能の低い状態であった

と考えられた。肺や臍帯に炎症が認 められたことから、出生後、環

境中の Ecが 子 牛 の呼吸器あるいは臍帯 から感染し、血行性に波及し

たと推察した。

子 牛 の 獲 得 免 疫 の 強 さ は 胸 腺 の 大 き さ に 比 例 す る と い わ れ て お

り、子牛の胸腺形成には母牛の分娩 前 60日 間 の 飼料中におけるビタ

ミンと微量ミネラル、蛋白充足率が 関与しているといわれている。

胸腺の大きな健康な子牛を産ませる ためには母牛のボディコンディ

ションに気を付けながら増し飼いを 行うことも効果があると考えら

れる。和歌山県では熊野牛繁殖雌牛 飼養管理マニュアルが作成され

ており、飼料給与量も記載されてい る。マニュアルを利用して、母

牛の飼養管理や健康な子牛の生産の ための増し飼いの重要性につい

て管内農家に指導していく。
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